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電子機器のインターネット接続が増加し、５Gなどの通信技術の高速化、装置の小型化、低消費電力化
のニーズが増えており、そのためのアンテナが求められている。具体的には、通信の高速化による利用
周波数の増大と、端末あたりのアンテナ素子数の増大が求められており、それに対応する小型アンテナ
の開発が必要となっている。

本発明では、メタマテリアル技術（０次共振器）と既存技術
（λ/2共振等）により、アンテナの小型化かつ広帯域化に成功し
た。先行研究のある従来構造（モノポール構造）では、グランド
面（アンテナに必要な裏面）の形状や大きさに依存するため、本
開発ではダイポール構造（図1）を採用した。提案したダイポー
ル構造のポイントとしては、V字形状を小型化したもので、無給
電素子によるインピーダンスの整合と回転対象構造を採用するこ
とで放射偏りの解消を行っている。VSWR（電圧定在波比）の結
果を図２に示すが、実用上の限界である3以下を示す周波数が
3.6GHz～8.3GHzであった。また、比帯域幅の比較を下記に示す。
提案構造は他のアンテナと比較してもかなり小型化しており、利
得（無指向性）も実用の範囲内であった（図３）。応用先として
は、小型が求められるモバイルデバイスやドローンなどのアンテ
ナとしての利用を想定している。
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ダイポール型線状アンテナの広帯域性能かつ小型化に成功

Wifi機器・モバイルデバイス等の意匠性の向上

図１．本開発の提案構造（ダイポール構造）

図２．ダイポール構造のVSWR特性

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
Frequency (GHz)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

Dipole(This work)

Mono-pole

図３．従来構造と本発明


